
被
災
建
築
物
応
急
危
険
度
判
定

業
務
の
た
め
、
１
月
14
日
～
16
日

に
珠
洲
市
で
活
動
し
ま
し
た
。

応
急
危
険
度
判
定
は
、
被
災
し

た
建
築
物
に
つ
い
て
、
そ
の
後
の

余
震
な
ど
に
よ
る
倒
壊
の
危
険
性

や
屋
根
瓦
、
外
壁
、
エ
ア
コ
ン
室

外
機
な
ど
の
落
下
の
危
険
性
を
判

定
し
、
人
命
に
関
わ
る
二
次
災
害

の
防
止
を
目
的
に
行
い
ま
す
。
危

険
性
を
赤
色
（
危
険
）、黄
色
（
要

注
意
）、
緑
（
調
査
済
み
）
の
３

段
階
に
分
け
て
判
定
し
、
玄
関
な

ど
周
囲
か
ら
見
え
る
と
こ
ろ
に
判

第
4
・
12
・
16
次
派
遣
隊
と
し

て
計
３
度
派
遣
さ
れ
、
珠
洲
市
大

谷
町
や
同
市
仁
江
町
で
活
動
し
ま

し
た
。
珠
洲
市
内
は
多
く
の
家
屋

が
倒
壊
し
、
至
る
所
で
大
規
模
な

土
砂
崩
れ
、
道
路
損
壊
に
よ
る
道

路
網
の
寸
断
が
発
生
す
る
な
ど
想

像
以
上
の
被
害
状
況
で
し
た
。

私
の
任
務
は
、
指
揮
隊
長
と
し

て
当
時
孤
立
集
落
だ
っ
た
大
谷
町

や
仁
江
町
に
入
る
た
め
の
先
遣
調

査
、
同
町
で
の
安
否
不
明
者
宅
で

の
救
助
活
動
の
前
線
指
揮
で
し
た
。

活
動
は
余
震
の
発
生
や
土
砂
崩
落

定
ス
テ
ッ
カ
ー
を
貼
り
ま
す
。
派

遣
期
間
中
は
珠
洲
市
チ
ー
ム
で
計

１
，
０
８
８
件
の
建
物
を
見
て
回

り
、
約
６
割
の
建
物
を
「
危
険
」

と
判
定
し
ま
し
た
。

現
地
で
は
、
地
盤
が
弱
い
・
瓦

屋
根
が
重
い
・
建
物
が
古
く
耐
震

性
が
低
い
な
ど
の
条
件
が
重
な
っ

た
住
宅
に
被
害
が
多
く
発
生
し
て

い
ま
し
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
被
災
家

屋
を
見
る
中
で
、
住
宅
の
耐
震
性

の
重
要
性
を
再
認
識
し
ま
し
た
。

下
の
写
真
の
住
宅
は
、
ど
ち
ら

も
同
じ
、
地
盤
の
弱
い
地
域
の
も

の
危
険
な
ど
で
、
何
度
も
緊
急
退

避
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
な
ど
、
困

難
を
極
め
ま
し
た
。
全
力
で
救
出

活
動
を
続
け
、
仁
江
町
で
は
堆
積

し
た
土
砂
の
中
か
ら
、
油
圧
シ
ョ

ベ
ル
や
手
掘
り
に
よ
る
掘
削
で
、

安
否
不
明
者
２
人
の
う
ち
１
人
を

発
見
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
既
に

亡
く
な
っ
て
お
ら
れ
、
も
う
１
人

の
安
否
不
明
者
の
発
見
に
も
至
ら

な
か
っ
た
の
で
、
隊
員
全
員
が
無

念
な
思
い
で
し
た
。

地
震
は
突
然
起
こ
り
ま
す
。
ま

ず
は
、
地
震
が
起
き
た
ら
自
分
の

の
で
す
が
、
瓦
屋
根
の
古

い
建
物
は
道
路
側
に
は
壁

が
少
な
く
、
地
震
に
耐
え

ら
れ
ず
１
階
が
つ
ぶ
れ
て

２
階
が
落
ち
て
い
ま
す
。

一
方
で
最
近
建
築
さ
れ
た

建
物
は
耐
震
性
が
十
分
確

保
さ
れ
て
い
た
た
め
、
倒

壊
を
免
れ
ま
し
た
。
同
じ

地
盤
の
弱
い
地
域
の
建
物

で
も
、
耐
震
性
に
よ
っ
て

生
死
が
分
か
れ
る
こ
と
も

あ
る
の
で
す
。

皆
さ
ん
も
、
こ
の
機
会
に

自
宅
の
耐
震
性
に
つ
い
て
再

確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

身
を
ど
の
よ
う
に
守
る
の
か
を
、

改
め
て
確
認
し
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。
そ
し
て
災
害
時
は
、
家
族

同
士
、
ご
近
所
同
士
で
の
助
け
合

い
が
不
可
欠
で
す
。
い
ざ
と
い
う

と
き
に
ど
う
行
動
す
る
か
、
ど
の

よ
う
な
物
を
準
備
し
て
お
く
の
が

良
い
か
、
日
頃
か
ら
話
し
合
っ
て

お
く
こ
と
が
重
要
で
す
。
ま
た
、

自
治
会
、
自
主
防
災
組
織
、
会
社

な
ど
で
訓
練
を
実
施
し
て
お
く
こ

と
も
大
切
で
す
。
さ
ら
に
、
建
物

の
耐
震
化
、
家
具
の
転

倒
防
止
や
落
下
防
止
と

い
っ
た
安
全
対
策
が
必

要
で
す
。
被
災
地
で
も

住
宅
の
耐
震
性
が
生
死
を
分
け
る

自
助
・
共
助
の
再
確
認
を

— 耐震診断で自宅 状況を把握しよう —

カーテンは
防炎加工の
ものにする

ブロック塀でなく
生け垣にする

ガラス飛散防止
フィルムを貼る

揺れるものは
ひもで固定

アンテナはしっかり
固定しておく

屋根瓦やトタン板を点検
危険なものは固定するか、
専門業者に依頼して修理・交換する

壁や基礎にひび割れ
などないか、腐ったり、
シロアリに食われたり
していないか点検する

タンスなど背の高い家具は
Ｌ型金具や支え棒で固定する

枕元には懐中電灯・ラジオ・
靴・笛などが入った袋を
用意する

柱・梁・土台を
補強する

扉に留め具をつける

住まいの基礎を補強する火元に消火器を設置 筋交いを入れる

常時水を
貯めておく

非常時
持出袋を
常備する

プロパン
ガスボンベは
上下２本の鎖で
壁にしっかり
固定する

　1月1日、最大震度7を観測した「令和6年能登半島地

震」が発生し、多くの人命や日常生活が失われました。市

では1月4日から職員を派遣し、被災地支援を行っています。

今回、石川県で被災地を実際に見た職員から、現地での活

できていますか？
地震への備え

最近建築された建物

瓦屋根の古い建物

資産マネジメント推進課東消防署 警備3課

佐野 正和 係長竹原 裕 課長

　　
地
震
に
よ
る
建
物
の
倒

壊
か
ら
命
を
守
る
た
め
に

は
、
住
宅
の
耐
震
強
化
が

重
要
で
す
。
特
に
、昭
和
56

年
５
月
以
前
に
建
て
ら
れ

た
古
い
耐
震
基
準
の
木
造

住
宅
は
、
倒
壊
の
危
険
性

が
高
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
ず
は
耐
震
診
断
を
受

け
、
自
宅
の
状
況
を
把
握

す
る
こ
と
か
ら
考
え
て
み

ま
せ
ん
か
。

▼
詳
し
く
は
、住
宅
課（
☎

66
・
１
０
５
０
）へ
。

　

被
災
家
屋
の
６
割
が「
危
険
」

困
難
を
極
め
た
救
助
活
動

普
段
か
ら
の
備
え
が
大
事

自
宅
の
耐
震
性
の
再
確
認
を

地震対策のポイント

住まいの
地震対策

倒
壊
し
て
い
る
家
と
、

し
て
い
な
い
家
が
は
っ

き
り
と
分
か
れ
て
い
ま

し
た
。
大
切
な
命
を
守

る
た
め
に
、
今
で
き
る

こ
と
か
ら
備
え
を
始
め

て
く
だ
さ
い
。

動内容や地震が起こった時への備えとして何が大事と感じ

たか、話を聞きました。地震大国といわれる日本では、いつ

どこで地震が起こるか分かりません。命や暮らしを守るた

めに、改めて地震への備えを確認しましょう。

石川県への職員派遣数（延べ人数）
【3 月 18 日時点】
❖緊急消防援助隊…96 人
❖応急危険度判定業務…2 人
❖応急給水業務…4 人
❖避難所運営支援業務…15 人
❖健康管理・衛生管理等業務…1 人


